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｢もったいないの理念に基づいた変わりゆく未来社会の創造に向けて｣
ー 根本理念と実践活動に焦点をあてて ー

風力発電はどこまで伸ばせるか?
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各国の風力発電の導入量 TOP１０
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出典：GWEC Global Wind Report 2015



世界の風力発電総設備容量（年間）は、2014年の369,205MWから2015年に
432,883MWの15%増に達し、毎年、前年比10～30%超の伸び率で順調に増加、
総設備容量は日本の100倍以上

世界の風力発電総設備容量の推移

出典：GWEC Global Wind Report 2015



中国・黒龍江省・ハルビン・依蘭（Yilan）



青山高原

ウインドパーク久居榊原 ７５０ｋW×４基 平成1１年3月 運転開始
青山高原ウインドファーム ７５０ｋW×２０基 平成１５年３月 運転開始
ウインドパーク美里 ２０００ｋW×８基 平成１８年２月 運転開始
ウインドパーク笠取 ２０００ｋW×２０基 平成２２年１２月 運転開始
青山高原ウインドファーム ２０００ｋW×２０基 平成２９年３月 運転開始予定
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2015年度総設備容量：約311万kW (2102基)

環境アセス中

７００万kW以上
JWPA

日本に於ける風力発電導入量推移
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日本の風力発電の長期目標（JWPA作成）

3800万kW

1900万kW

1800万kW

日本のエネルギーミックス 2030年の目標
JWPAの目標 3620万９％ 政府目標1000万kW, １.７％

2020年

1100万kW

60万ｋW

1000万ｋW

2660万ｋW

580万ｋW

2030年

3620万kW

380万kW

2040年

6590万kW

1290万kW

1500万ｋW

3800万ｋW

2050年までに風力発電による電力供給は２０％を目指す
2020年：１１００万ｋW，2030年：３６２０万ｋW，2050年：７５００万ｋW

Wind Power による電力供給 0.5% 2%             9%                                                 20%

２０３０年
太陽光：14.9円
風力：19.4円
陸上：8～12円
洋上：１6.9 円

2050年
7500万kW



平成２７年度調達価格及び調達機関について

電 源 調達区分 １ｋWh当たりの 調達期間
調達価格

風力発電

２０kW以上
２２円＋税 ２０年間

(陸上風力）

２０kW以上
３６円＋税 ２０年間

（洋上風力）

２０kW未満 ５５円＋税 ２０年間

調達価格・調達期間について



洋上風力発電の着床式から浮体式への急展開

• 福島復興のシンボルとして，世界一（１GW）の浮体式洋上風力の事業化を目指す

• 総合海洋政策本部、国交省、環境省とも連携

• 漁業権の問題が浮上 → 水産庁が調整
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千葉県銚子沖
（水深：11m、離岸距離：約3.5km）

○ 実施主体：東京電力等
○ 設置方法：着床式
○ 風車出力：2,400kW（三菱重工業㈱製）
○ 基数：1基

福岡県北九州市沖
（水深：15m、離岸距離：約1.5km）

○ 実施主体：電源開発等
○ 設置方法：着床式
○ 風車出力：2,000kW（㈱日本製鋼所製）
○ 基数：1基

福島県沖（案）
（想定）（水深：約150m、離岸距離：約40km）

○ 実施主体：公募により決定
○ 設置方法：浮体式
○ 風車出力：2,000kW級
○ 基数：6基程度
○ 将来事業規模：100万kW

（1GWｳｨﾝﾄﾞﾌｧｰﾑ）

長崎県五島市椛（環境省）

〇環境影響調査：平成24年度～27年度
〇小規模試験機（100kW）の設置・運転
〇実証機（2MW ）の実海域設置・運転
〇事業性等の評価

約20km

(経産省）

（NEDO） （NEDO）



NEDO着床式洋上風力発電実証試験

NEDOのウェブサイトで公開
「着床式洋上風力発電導入ガイドブック」
「着床式洋上風力発電の環境影響評価手法

に関する基礎資料」

「平成27年度NEDO新エネルギー成果報告会」
日時：平成27年10月28～30日 風力発電は【3日目】
平成27年10月30日（金） 9時30分～18時10分
会場：パシフィコ横浜 アネックスホール

ＮＥＤＯ「洋上風力発電等技術研究開発委員会」

千葉県銚子沖 福岡県北九州沖

風力発電分野プログラム



港湾地域における風力発電の適地設定イメージ図

国土交通省ホームページから



パワーカーブ

2013年6月27日、２MW風車搭載コンパクトセミサブ浮体が千葉県三井造船葉事業所ドックを出渠し、福島県に向け
て曳航が開始され７月１日小名浜港に入港した。小名浜港にて試運転調整後、実証研究実施海域に係留された。

ふくしま未来



環境省・実証機の基本仕様
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環境省ＨＰより



鳥取県北栄町 北条砂丘風力発電所
１５００kW×９基

“全国風サミット” 風力発電推進市町村全国協議会，２００９.７．

”ストップ温暖化「一村一品」大作戦全国大会”最優秀賞
（参加１３９４団体）（環境省主催） （ 2010.2.14

鳥取県北栄町 北条砂丘風力発電所 １５００kW×９基

“新エネ１００選” NEDO（経済産業省） ２００９.

風力発電による地域振興
観光，環境，教育



北条砂丘における風況精査の経緯

（１）３０ｍタワー 北条町＆大栄町・砂防林の陸側
平成１０年６月～ 研究費：８００万円

鳥取大学 砂防林の影響 → 再調査

トーメン 北海道で事業 → 保留

（２）７０ｍタワー 北条町・砂防林の陸側
平成１２年１２月～ 研究費：２０００万円

鳥取大学 大規模風力発電可能 → 研究成果

（株）エナテクス ビジネス可能 → 事業化

（株）東芝プラント 不況・事業縮小 → 保留

（３）北条町地域エネルギー研究会 平成１４年５月～

（４）北条町風力発電事業化推進委員会 平成１５年４月～

（５）運転開始：平成１７年１１月



北条砂丘の月平均風速（地上高70ｍ）
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風車を通過する単位時間あたりの運動エネルギー

V

H=80m

H=65m

・ロータ直径の２乗、風速の３乗に比例
・風速10%増→エネルギ33%増

（１.１）３ =  １.３３
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総 工 事 費：３０億円
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実績 予測

RPS 2003/4/1～ FIT 2012/7/1～
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北条砂丘風力発電所・累積利益の推移



風力発電導入拡大の実現のための課題

〇 電力の安定供給，広域的取引の環境整備 （基幹電力系統の整備・強化）

〇 洋上風力発電は大規模開発が可能なため，国主導によるゾーニング
の実施，一般海域利用のための環境整備，系統・港湾インフラ整備，
規制緩和等の事業環境整備が不可欠 (洋上風力発電)

〇 規制・制度の見直しと緩和 （風力適地拡大）
環境アセスメントの迅速化・合理化，農地転用許可制度の円滑・確実な運用，農地

・森林における諸規制の緩和，リプレース・リパワリング実施の規制・制度の見直し

〇 風力発電に係る技術開発の継続 （コスト効率化）
国際基準への準拠及び我が国の事情（気象条件等）との適合の両立

〇 風力発電プロジェクトマネジメントスキルの向上 （品質向上）
開発から運転保守までの計画的な人材の育成

〇 サプライチェーン確立と風力発電関連産業育成 （国内産業育成）

〇 資金調達に係るコスト抑制・効率化，及び多様化 （投資促進）

〇 地球温暖化対策への貢献，地元との共生，社会受容性の向上（国民理解）

JWPA作成





ご静聴ありがとうございました

連絡先：
林 農（Tsutomu HAYASHI) （日本工学アカデミー会員）
鳥取大学名誉教授 （前日本風力エネルギー学会副会長）

（公益）名古屋産業科学研究所・上席研究員
元名古屋大学客員教授，
〒519-0506 三重県伊勢市小俣町湯田306

Email: hayashi_wind@kind.ocn.ne.jp TEL 0596-64-8864
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